
 
 

                                             

 

 
 

  

 
 

 
 

                                                 

                                                  

                                                  

                                                  

 

                                             

                                                  

                                                 

文
礼
中
学
校
歓
迎
会 

三
年

生
に
と
っ
て
は
人
生

初
の
厳

し
い
冬
に
な
り
ま

す
ね
。 

が
ん
ば
れ
三
年
生
諸
君
！ 

 

平
成

二
九
年
十

一
月

二

十

八
日
（
火

）
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
の
ブ
ー
ン
レ
イ
中

学
の
皆

さ
ん
が
、
我
が
三
角
中
学
校

を
訪
問
し
、
交
流
会
を
開
き

ま
し
た
。 

午
前
中
に
は
、
引
率
の
先

生

方
が
授

業
等

を
興

味

深

そ
う
に
見

学
さ
れ
て
い
ま
し

た
。 午

後

二
時
十
分
か
ら
は
、

体

育

館

に
て
宇

城

市

教

育

長

平

岡

様

、
宇

城

市

の
中

学

校

長
先

生

方
を
ご
来

賓

に
お
招
き
し
、
交
流
会
を
開

き
ま
し
た
。 

 

生
徒
会

の
歓
迎

の
挨
拶

に
続
き

、
ブ
ー

ン
レ
イ
中

の
副
校

長
先
生

の
挨
拶
を

い
た
だ

い
た
後
、
生
徒

の

出
し
物
を
披
露

し
合

い
ま

し
た
。
龍
驤
太
鼓

の
披
露
、

３
年

生

の
合

唱
、

シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
の
民
族
衣
装

で
の

踊
り
と
歌
を

お
互

い
に
披

露

し
ま

し
た
。
そ

の
後
、

記
念
品

の
交
換
を

し
た
後

国
歌

「
進

め

シ

ン
ガ
ポ
ー

ル
」

の
響
く
中
、
ブ
ー

ン

レ
イ
中
学
校

の
皆
さ

ん
と

お
別
れ
し
ま
し
た
。 

 

 

十

一
月
十
七
日
（
金

）
に

宇
城
地
区
中
学
校
音
楽
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
三
角

中
学
校
は
吹
奏
楽
部
と
三

年
生
学
年
合

唱
で
出
場
し

ま
し
た
。
学

年

合

唱

で
は

「
明
日
と
い
う
日
が
」
「
大
地

讃
頌

」
を
合

唱
し
ま
し
た
。

表
情
豊
か
に
自
信
を
持
っ
て

力
強
く
歌
う
こ
と
が
で
き
、

審
査
員
の
先
生
方
か
ら
「
大

人
の
合
唱
団
で
も
む
ず
か
し

く
苦
労
す
る
の
に
よ
く
歌
い

上
げ
て
い
ま
し
た
」
と
お
褒

め
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
み
ん
な
と
気
持
ち
を

一

つ
に
し
て
歌
い
上
げ
る
こ
と

が
で
き
、
さ
ら
に
絆
が
深
ま

っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
の
す
ば

ら
し
い
勢
い
を
、
今
度
は
受

験
に
向
け
て
ほ
し
い
と
期
待

し
て
い
ま
す
。 

宇
城
地
区
中
学
校
音
楽
会 

 

 

ま
た
、
体
調
管
理
を
し
っ
か

り
と
し
て
臨
ん
で
ほ
し
い
で

す
。 当

日
雨

天
の
場
合
は
、

各
教
科
の
授
業
参
観
に
な

り
ま
す
。
一
・
二
年
生
の
学

級

・
学
年
懇
談
会
も
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
参
加
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

２ 年 生 は １ ２ 月 １ ２ 日（ 火 ）～ １ ４ 日（ 木 ）の 三 日 間 で 関 西 方

面 に 修 学 旅 行 に 行 き ま す 。 楽 し い 思 い 出 が で き る と い い で す ね 。 

【 １ 日 目 】  

三 角 駅 → 熊 本 駅 → 新 大 阪 駅 → 薬 師 寺 → 奈 良 公 園 → 京 都 市 内 ホ テ ル  

【 ２ 日 目 】  

京 都 市 内 班 別 行 動 → 京 都 駅 → 大 阪 駅 → 桜 島 → 京 都 市 内 ホ テ ル  

【 ３ 日 目 】  

京 都 → ユ ニ バ ー サ ル ス タ ジ オ・ジ ャ パ ン → 新 大 阪 駅 → 熊 本 駅 →

→ 学 校  

 
 

《
各
種
コ
ン
ク
ー
ル
等
》 

▽
宇
城
絵

画
展 

【
特
選
】
（
三
年
）
米
加

田
ま
こ
と
・寺
島
龍
翔 

（
二
年
）
木
本
愛
羅

・
野

口
ひ
か
り
・
三
角
啓
彰 

（
一
年
）
一
村
阿
依

・
中
山
明
理

・福
島
愛
実 

 

【
入
選
】
（
三
年
）
荒
木
花
菜

・
山
本
飛
美

・
野

口
桜 

廣

田
晃
大

・清
水
綾 

（
二
年
）
栁
原
莉
奈 

（
一
年
）
野

田
凛
華

・
平
原
萌
楓

・網
川
留
菜 

▽
第

五
回
県
親
守
歌
コ
ン
ク
ー
ル 

【
入
選

】 

過
福
渉

・
志
村
大
樹

・
網

川
留
菜

・
高

木
健

≪ 1２ 月 の 主 な 行 事 予 定 ≫  

１ 日 （ 金 ） 授 業 参 観 （ 校 内 駅 伝 ・ ロ ー

ド レ ー ス 大 会 ）  

      学 級 ・ 学 年 懇 談 会 （ １ ,２ 年 生 ） 

４ 日 （ 月 ） 地 域 ふ れ あ い 挨 拶 運 動  

４ 日 （ 月 ） ～ １ ２ 日 （ 火 ）  

三 者 面 談 （ ３ 年 生 ）  

５ 日 （ 火 ） ～ ６ 日 （ 水 ）  

県 学 力 調 査 （ １ 、 ２ 年 生 ）  

１ ２ 日 （ 火 ） ～ １ ４ 日 （ 木 ）  

       修 学 旅 行 （ ２ 年 生 ）  

 １ ９ 日 （ 火 ） 生 徒 会 役 員 新 旧 交 代 式  

 ２ ２ 日 （ 金 ） 後 期 前 半 終 了 式 ・ 全 校 集 会  

 ２ ７ 日 （ 水 ） ～ ２ ８ 日 （ 木 ）  

       生 徒 会 リ ー ダ ー 研 修  

※ 後 期 後 半 ： 1 月 ９ 日 （ 火 ） よ り  

一期一会 

十

一
月
九

日
（
木

）
の
午
後
に
生

徒
会
改
選
役
員
演
説
会

・
選
挙
を

行
い
ま
し
た
。
選
挙
の
結

果
は
次
の

通
り
で
し
た
。 

【
会 

長
】 

 

二
年 

三
角
啓
彰
く
ん 

【
副
会
長
】 

 

二
年 

松
浦
佑
香
さ
ん 

 

一
年 

金
子
悠
人
く
ん 

一
年 

平
原
萌
楓
さ
ん 

【
書 

記
】 

 

二
年 

福
嶋
憲
人
さ
ん 

髙
瀨
か
な
み
さ
ん 

現
三
年
生
が
三
角
中
学
校
を
盛

り
上
げ
、
引
っ
張
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

今
後
、
新
生
徒
会
が
中

心
と
な
っ
て

活

躍
し
て
く
れ
る
こ
と
を
大
い
に
期

待
し
て
い
ま
す
。 

 

授
業
参
観

（
校
内
駅
伝

・

ロ
ー
ド

レ
ー

ス
大
会
） 

県
学
力
調
査 

校訓 

自
律 

英
知 

鍛
錬 

宇 城 市 立 三 角 中 学 校  

学 校 新 聞   
平 成 29 年 11 月 30 日  

編 集 代 表  

校 長  寺 本 洋 一  

校 訓 

い
つ
ま
で
も
暖
か

か
っ
た
今
年
の
秋
で

し
た
が
、
急
に
寒
く

な
り
ま
し
た
。
い
よ

い
よ
本

格

的

な
冬

が

や

っ
て
来

ま

し

た
。
寒
さ
に
慣
れ
て

い
な
い
こ
の
時

期
は

体

調

を
崩

し
や
す

く
な
り
ま
す
。
登
下

校

時
の
防

寒

対
策

や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
の
た
め
の
こ
ま

め
な
手
洗
い
・
う
が

い
な
ど
を
心
が
け
て

く
だ
さ
い
。 

さ

て
、
十

二

月

四
日
（
月

）
か
ら
三

年

生
は
三
者
面
談

が
始
ま
り
ま
す
。
本

格

的

な
受
験

期
が

い
よ
い
よ
始
ま
り
ま

し
た
。
こ
の
面
談
で

最
終

的
に
受
験

校

を
決
定
し
ま
す
。
こ

の
決

定

を
受

け
て

中

学

校
で
も
各

高

校
の
入
学

願

書

を

準
備
し
ま
す
。 

年

が
明

け
る
と
ま

ず
、
一
月

中

旬

に

私
立
高
校
の
専
願･

奨

学

生
等
の
入
試

が
行
わ
れ
ま
す
。
毎

年

多

く
の
中

学

生

が
こ
の
試
験
を
受
け

ま
す
。
そ
の
次
は
二

月

初

旬

に
行

わ
れ

る
公

立

高

校
の
前

期

選

抜

検

査

で

す
。
そ
れ
か
ら
、
二

月
中

旬
の
私

立

高

校

一
般

入
試

、
そ

し
て
、
三
月
の
公
立

高
校
後
期
選
抜
検

査
と
続
い
て
い
き
ま

す
。 

 

 

 

十
二
月

一
日
（
金

）
四
・

五
校
時
に
校
内
駅

伝

・
ロ

ー
ド
レ
ー
ス
大
会
を
実
施

し
ま
す
。
生
徒
は
、
こ
れ
ま

で
朝
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
で
少
し

ず
つ
力
を
つ
け
て
き
て
い
ま

す
。
学

級

対

抗
で
す
が
、

自
分
の
力
を
出
し
切
る
よ

う
に
精

一
杯

走
っ
て
く
れ

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す

 

十

二
月

五

日

（
火

）
・

六
日
（
水
）
は
「
県
学
力
調

査
」
が

一
、
二
年
生
を
対

象
に
実
施
さ
れ
ま
す
。
三

年
生
は
質
問
紙
の
ア
ン
ケ

ー
ト
の
み
実
施
で
す
。
現

時

点

の
学

年

の
学

習

内

容
か
ら
七
割
～
八
割
、
前

学
年

か
ら
二

～
三

割

程

度
出
題
さ
れ
ま
す
。
ご
存

じ
の
通
り
、
こ
れ
ま
で
の
知

識
を
生
か
し
て
思
考
力
や

表

現

力
を
重

点
的

に
問

わ
れ
て
解
答
す
る
こ
と
が

多
い
で
す
。
授
業
で
し
っ
か

り
理
解
を
深
め
て
考
え
る

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

日
頃
の
生
活
の
中
で
、
物

事
を
し
っ
か
り
と
ら
え
て
、

考
え
る
こ
と
や
他
者
の
考

え
を
取
り
入
れ
て
視
野
を

広
め
る
こ
と
が
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。
一
年
生
に
と

っ
て
は
、
新

た
に
英

語

が

加
わ
り
ま
す
。
後
期
の
中

間
テ
ス
ト
が
終

了
し
ま
し

た
が
、
学
校
で
は
六
校
時

の
後
、
三
十
分
分
間
、
過

去
問
題
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
保
護
者
の
皆
様
も

家
庭
学
習
の
み
と
ど
け
を

お
願
い
致
し
ま
す
。 


